
・階上（岩井崎）、歌津（泊）の採苗稚貝数は、採苗袋あたり1,671～2,443
個でした。
・階上は4～6mmが主体でしたが、歌津では2mm以下が主体となっており、
調査地点によって殻長組成にバラツキがみられました。
・害敵生物（ヒトデなど）は、今回調査した採苗袋内では確認されません
でしたが、ムラサキイガイ(1～4mm主体)が大量に確認されました。
・今後の稚貝採取にあたっては、気象・海況の動向に注意して作業を実施
してください。

《調査結果の概要》 調査日：６月３０日（月）

・岩井崎の表層水温は19.4℃、水深10m水温は14.9℃、水深20m水温は13.7℃でした。
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稚貝採取の注意点

・高水温（26℃以上）では違いがへい死する恐れがあります。（ホタテガイ活動適水温：5～22℃）
・稚貝採取にあたっては気象予報などを活用し、気温の低いときに実施するよう、計画を立てま
しょう。
・稚貝を採取する場合は、水温の上がり過ぎ（26℃以上）や酸欠に注意しましょう。
・海水は水温の低いなるべく深いところから汲み上げ、かけ流しにし、水槽内の水がくまなく行き
渡るような稚貝の密度にしてください。
・稚貝は空気中に長く露出しないようにするとともに、稚貝にショックを与えないよう、作業は丁寧
に短時間で済ませましょう。
・作業が終わり次第、直ちに水温の低い水深へ垂下してください。

垂下期間 垂下水深

投入－回収 ｍ 2以下 2～4 4～6 6～8 8～10※１ 10～12※2 12以上

北部地区

階　上 岩井崎 5/7～6/30 10 2,443 451 705 1,020 267 0 0 0

(18%) (29%) (42%) (11%) (0%) (0%) (0%)

歌　津 泊 4/27～7/1 10 1,671 1,365 220 80 6 0 0 0

(82%) (13%) (5%) (0%) (0%) (0%) (0%)
注　　※１：２分目以下のホタテネット（パールネット）で稚貝採取可能

　　　※２：２分５厘目以下のホタテネット（パールネット）で稚貝採取可能

稚貝数
殻　長　組　成(mm)

調　　査　　点

表　各調査点の付着稚貝数（採苗袋あたり）
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【海況情報】
〈国立研究開発法人水産研究・教育機構「改良版我が国周辺の海況予報システム（FRA-ROMSⅡ）」から抜粋〉

1週間先の海況情報（表層水温） 1カ月先の海況情報（表層水温）

東北地方1カ月予報（令和7年6月26日発表）（気象庁HPから抜粋）

【気象情報】

・ 採苗袋を提供いただいた関係者の皆様、ありがとうございました。
・ 来週以降もホタテガイ付着数等を調査する予定としておりますので、実施の際には
採苗袋（各支所１～２袋）の提供をお願いします。


